
⑨ 症例報告
1) Takizawa H.， N akamura I. ， Hashimoto M.， 

Maekawa N.  and Yamamura， M. ; Toolmarks and 

peculiar blunt force injuries related to an adjustable 

wrench. ] .  Forensic Sciences 34 : 258-262， 1989. 

⑥ 学会報告
1) 藤倉 隆， 小湊慶彦， 畑 伸秀， 滝津久 夫: 脳

損傷時の 血管破綻 に つ い て . 第73次 日 本法医学会

総会， 1989， 5 ， 岡 山 .

2 )  小湊慶彦， 藤倉 隆， 畑 伸秀， 滝津久 夫: ヒ
ト 血液型転換酵素 に対 する モノ ク ロ ーナ ル抗体作

製の試み. 第73次 日 本法医学会総会， 1989， 5 ，  

岡 山 .

3 )  小湊慶彦， 藤倉 隆， 滝津久 夫， 安江静香， 末

永孝生， 松田 保 : 血液型転換酵素 に対 する ヒ ト
の抗体産生細胞. 第37回 日 本輸血学会総会， 1989， 
L 神戸.

4) Kumada K.， Furuhata K.， Kominato Y.  and 

Koike K. ; A theoretical base of the upper limit of 

plate counting method. Fifth International Sym. 

posium on Microbial Ecology， 1989， 8， Kyoto. 

10) Kasuya M. Neurotoxicity testing methodol-

ogies collaborative study on use of cell culture tests 

to screen chemicals for neurotoxic effects. W orld 

Health Organization， 1989， 5， Geneva. 

11 )  加須屋 実 : プラ イ マ リ ・ ケ ア 医の専門性 と 産

業医. 第12回 日 本 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 学会 ワ ー ク シ
ョ ップ， 1989， 6 ， 名古崖.

12) 青島恵子， 岩田孝吉， 加須屋 実 : カ ド ミ ウ ム

環境汚染地住民 に お け る 尿細 管 障 害 と 骨代謝異

常. 文部省 「人間環境系」 重点領域研究 N 1 í人
為起源物質」 基礎班昭和62年度研究成果報告書，
86-87， 1988. 

13) Aoshima K. and Kasuya M. : Sexual differences 

in renal tubular dysfunction in the inhabitants of a 

cadmium-polluted area. Researches Related to the 

UNESCO's Man and the Biosphere Programme in 

]apan 1987-1988， 105-108， 1988. 

14) 加須屋 実 : カ ド ミ ウ ム に よ る 骨病変の 発生

に 対 する 労働負荷 と 妊娠な ど そ の他の 要因変動の

影響. 昭和62年度文部省科学研究費補助金一般研
究 ( B ) 研究成果報告書， 1988. 

、、，，，/4・・・Jt11

 

品L色
手・

三
弘
智
誠

郎
巴
仁
治
豊
彦
治
仁
清
春

英
宗
雅

野
藤
崎
角
島
木
山
本
野
風
山

科

矢
加
浜
大
水
鈴
丸
池
星
浦
杉

授

授

師

師

手

手

手

手

手

手

手

教

教

助

講

講

助

助

助

助

助

助

助

内学

夫
隆
彦
秀

久

慶
イ申

医

津
倉
湊

滝
藤
小
畑

教 授

講 師

助 手

教 務 員

法

雅
英

⑨ 著 書
1) 矢野三郎 : 慢性関節 リ ウ マ チ ・ 腰原病の薬物療

法， ス テ ロ イ ド 剤 í リ ウ マ チ学」 塩川優一責任

監修， 1255-1262， 同文書院， 東京， 1989. 
2) 中尾暁英， 矢野三郎 : ホ ル モン と 受容体， 内科

生化学入門 (代謝・ 内分泌疾患) . 園府達郎編， 1 

-23， 医歯薬出版KK 東京， 1989. 

3) 加藤弘巳 ， 矢野三郎 : 糖尿病患者 に 対 する 有用
性 í薬用人参'89ーそ の 基礎 ・ 臨床研究の 進歩」

山 村 雄 一， 熊 谷 朗 監 修， 大 浦 彦 吉 ほ か 編，
96-107， 共立出版社， 東京， 1989. 

- 26 -

⑨ 著 書
1) 原 田 勝 二， 小 湊 慶 彦 : ヒ ス タ ミ ン に 基 づ く

Flushing の 新 し い機序 í ア ル コ ー ル代謝 と 肝」

Vol. 8 29-31， 東洋書庖， 1989. 

⑨ 原 著
1) Kominato Y.，  Kumada K.， Yamazaki K. and 

Misawa S. ， Estimation of postmortem interval 

using kinetic analysis of the third component of 

complement (C3) cleavage. ] .  Forensic Sciences 

34 : 207-217， 1989. 

2) Takizawa H.， Nakamura I.， Hirasawa Y.， Fuji-

kura T.， Ikawa K. and Yamamoto T.  ; Dispermic 

chimera associated with dysgerminoma. Expl. 

Clin. Immunogenet. 6 :  133-142， 1989. 

3) Nakamura I . ，  Takizawa H .  and N ishino K. ; A3 

phenotype with A 1 gene-specified enzyme character 

in serum. Expl. Clin. Immunogenet. 6 : 143 

-149， 1989. 




